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出席報告
会員数 107 名
出席数 61 名 欠席数 40 名
出席免除会員 6 名 荒川(雄)君 杉原（弘）君

新納君 佐田山君（有） 宮本（守）君

出席率 61.90 ％
ビジター
メークアップ
今週のお祝
本人誕生祝：4日 山根 剛君 5日 佐田山有史君

【 生涯の友と共に、扉を開く 】

ロータリーは機会の扉を開く
ROTARY OPENS OPPORTUNITIES

幹事報告
1.P・H・F2回表彰 永島正道会員
2.2021年5月16日次期地区会員増強・維持R財団
合同セミナーにおいて講演のお願い

（岩﨑地区ガバナーエレクト事務所より）
3.11/18職場訪問「アルテピア」例会13：00終了後
参加者は移動 11/10現在12名

4.11/25例会終了後年次総会開催（短時間）
（次年度理事役員選出および指名方法について）

5.里親制度リーフレット（里親支援とっとりより）
6.例会変更のお知らせ
米子RC 11/20（金）⇒11/15（月）に変更

ビジター受付あり
境港 11/24（火）休会 ビジター受付なし
米子中央 11/26（木）休会 〃
倉吉中央 11/18（水）夜間例会

ビジター受付あり
倉吉東・鳥取 11/26（木）休会

ビジター受付なし
松江しんじ湖 11/24（火）休会

12：00～12：30 ビジター受付あり
松江 11/25（水）休会 〃

12日 岩岡三男君 14日 野坂美仁君 17日 足
立耕太郎君 24日 安達聡子君 26日 種田宏幸
君
スマイルBOX 31,0000 円 （497,000 円）
本人誕生祝：足立（耕）君、安達君、岩岡君、野坂
（美）君、佐田山（有）君 夫人誕生祝：細田君、宮本
（守）君 結婚記念日祝：荒川（雄）君、小林君、多
林君 創立記念日祝：細田君、古杉君、永島（清）君、
永島（正）君 大山平原ゴルフのトモコミロングラン
コンペで680人参加し優勝しました。：今出君

会長挨拶

皆さん、こんにちは。また例会が開かれることを大変喜
んでおります。
先々週のことになりますが、11月１日に中学生作文コ

ンテストの表彰式を行いました。その主催者としての挨
拶で、ロータリークラブというものは社会奉仕活動を目指
すもので、この作文コンテストが、我がクラブが長年一番
力を入れてやってきておるものだという話をしました。今
年は、コロナのせいもあって学校行事もなかなか行いに
くいこともあるようで、ちょうど表彰式が文化祭と重なる
学校もあり、生徒の参加者が少なかったのですが、無事
に執り行うことが出来ました。今年度はこれまでの型を
破って『家族』という題でしていただきました。そうしました
ら、例年よりもずっと多い応募者の作文の数がありまし
た。ちょうどコロナ渦でもあり、ステイホームということも
あったりしまして、家族のことを考えるのによい時期で
あったと思ったりしました。米子市教育委員会より浦林教
育長が出席されており、写真撮影の時に隣に座りました
ら、「今年にふさわしい題でしたね。」と言っておられまし
た。
そのように行うことができましたのは、担当の杉本理事、

それから小林リーダーをはじめ、皆様のご尽力のお蔭で
ございます。このように出来ましたことを大変喜んでおり
まして、お礼申し上げます。皆さんありがとうございまし
た。
これをもちまして今日のご挨拶といたします。ありがとう

ございました。



＜本日のプログラム＞

次回プログラム
11/18 職場訪問 安来市総合文化ホール アルテピア

25 「コロナ禍におけるプロスポーツ」
株式会社SC鳥取 代表取締役社長 塚野真樹氏

「ロータリーの友」11月号紹介
雑誌委員会 梅田整一会員

「私の職業」 森田雅之会員

横書き
P3 ＲＩ会長メッセージ
P7 特集 ロータリー財団月間 グローバル補助金を知ろ

う
P14 アフリカ地域 野生型ポリオウィルス根絶
P16 地域に貢献するロータリーの芽 インターアクト
P18 どうなった？例会
P44 エバンストン便り：初の女性RI会長ノミニー ジェニ

ファーE．ジョーンズ氏
P46 台北国際大会 郷に入っては・・・

ロータリー財団管理委員長からのメッセージ 財団を
通じて未来に投資しよう
縦書き

P4 世界で活躍する人材 ロータリー平和センター
P13 私の一冊：日本の知恵ぐすりを暮らしに

〇米子本通り支店に配属。2年後赤碕支店に異動。5年後の
平成6年には大阪支店に転勤となり4年間勤務。小切手の額
が10億とか50億とかでカルチャーショックを受けた。ダイエー

やマイカルなど担当。自分の人生の中において大きな経験に
なった。
〇平成8年に米子東高校が選抜で甲子園に出場した際、仕

事の途中に応援に行くこともできるようなおおらかな時代で
あった。
〇平成10年、米子支店に転勤。平井耕司現頭取と一緒だっ

た。西部青年中央会に入会。鳥取県西部地震の際には根雨
支店が被災し、米子支店から物資を持って行ったことを思い
出す。
〇銀行員人生で大きな転機になったのが、平成12年に三和

キャピタル（現在の三菱ＵＦＪキャピタル）というベンチャー投
資会社に行ったこと。東京の京橋に本社があり、調査部に配
属。50人くらいの会社で調査部は5人。東大、阪大大学院、一

橋大、京大卒の中で仕事。ランチの際に会話に全く入れな
かった。

〇”エイベックス”（浜崎あゆみ所属）がマンションの一室で起
業した直後に投資し、何十億というキャピタルゲインを三和
キャピタルにもたらした伝説のキャピタリストがいた。
〇平成21年からは本店営業部、鳥取、旗ヶ崎、米子中央、松
江、そして今いる営業部と、30数年、銀行生活を続けてきた。

〇最近のところでは、ゼロ金利のコロナ資金を鳥取県内では
8000社（鳥取県の事業所の6～7割）が利用された。どのよう
に経営のお手伝いができるかがこれからの大きな課題。

〇お金以外に事業のお手伝いできることがないかを考えなが
ら銀行員の仕事をしている。ドラえもんのポケットのような存
在になることを目指して、お客様の思いや夢が実現できるよう
に、情報と情報、人と人、事業と事業をつなぐことで新しい化
学反応が起こり、そこに新しいビジネスが生まれてウィンウィ
ン、トリプルウィンになるようにお手伝いすることが私どもの仕
事と考えている。何かありましたらお気軽にご相談ください。

鳥取銀行に勤務しております銀行員です。

〇銀行員のイメージは、最近では”半沢直樹”。土下座や料
亭での会食、金融庁検査についてのお話。

〇銀行を舞台にした高杉良が書いた”金融腐蝕列島”という
小説がある。三和銀行がモデルといわれており、金融庁の
検査の際に財務資料をトラックに載せて、検査官に見られな
いようにしたという話が書かれている。

〇最近では山陰合同銀行の古瀬名誉顧問が書いた本を読
まれると、”地域愛”をもって銀行員がどういう人生を歩んで
いたかがわかる。
〇昭和39年、大山町（旧中山町）生まれ。
〇昭和62年4月に鳥取銀行入行。私の父も鳥取銀行に勤務

していた。以前は親子で同じ銀行に勤めることはＮＧだった
が、私の時から可能になった。
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